


















題に課題」があるとされている。例えば，2009 年の PISA 調査の読解力の結果をみると，日本は「総
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田中は活用問題と成り得るための条件について，以下の 10 の条件（表 1）を示している（田中博之　
2011）。この 10 の条件を踏まえて活用問題を開発していった。
















このうち，「4 世界から見た日本の気候」の時間を 3 時間扱いとし，“日本が属する温帯”で 1 時間，“地
























































組み合わせを考える活用問題を設定した。グラフの都市名は，A ～ F のアルファベットに置き替えて

































































































































以下の表 4 のようにまとめることができた。3G が，他のグループと一部異なる順序（表 4 の□内）
を示していたが， 釧路・那覇 → 金沢 → 松本 → 高松・名古屋 という思考過程は，学級全体として平
準化できるものであった。また，2G と 4G は，解答に誤りはあったものの思考過程の順序性につい
ては，他のグループと同様であった。この 2 グループが間違えた点は，地理的な位置関係等の既有の
知識とグラフの読み取り（着目点）が不十分であったためである。
このように，導き出した「思考の型」を板書（図 11 B 枠内）に位置づけ，図 7 の見分け方として
3 段階（ステップ 1 ～ 3）にまとめ，次時（活用Ⅱ）で活用できるようにしたのである。
表 4　各グループの思考過程














つぎに 金沢 金沢 松本 金沢 金沢 金沢






















（図 13）の概念を捉えさせることを目的とした。生徒は，自分たちが分類した都市は，全 6 区分（日
本海側，太平洋側，瀬戸内，中央高地，南西諸島，北海道）にまとまることを，実感として理解して
いった。そして，図 14 のような板書となる。






































されている。各教科において，評価すべき観点が示されているが，社会科の場合，以下の 4 観点（表 5）
である。
表 5　平成 10，20 年改訂の指導要録の観点比較



























図 18　小論文の書き方のポイント 図 19　生徒が書いたまとめ
そして，生徒が書いたまとめの文章（図 19）を評価する指標として，表 6 のようなルーブリック
表を作成した。それぞれ A ～ D の観点を設け，それぞれの観点内での到達度によって点数化し，総
合得点として算出する。今回の場合，C の発展資料の活用は求めていないため，評価観点には含め







































A ～ D の各項目をそれぞれ 3 点満点，計 9 点とする。
　S：9 点　　A：8 ～ 7 点　　B：6 ～ 5 点　　C：4 ～ 3 点　　D：2 ～ l 点
※本時は C についての評価は行わない。 筆者作成
85統計資料を活用して思考判断し，意欲的に表現しようとする活用学習の創造（藤井）
今回，生徒が書いたまとめの文章をルーブリックにて評価し数値化した。この生徒たちに関しては，



































































課題として次の 2 点を挙げる。1 つ目に，活用Ⅱにおいて文型を活用した表現活動を授業の終末段階
において約 15 分取り入れた。しかし，普段から文章化してまとめる活動をしていない生徒にとって
は，15 分では十分な表現活動にはならなかったように感じる。実際，15 分間ですべての（　　）内
に入る言葉を書き終えたグループは，全 6 グループ中 3 グループであった。十分な活動時間を確保す










文部科学省，平成 20 年 9 月，「中学校学習指導要領解説　社会編」，日本文教出版
文部科学省，「OECD  生徒の学習到達度調査　～ 2009 年調査国際結果の要約～」
88 教職研究科紀要　第 6号
田中博之，2011，「言葉の力を育てる活用学習」，ミネルヴァ書房
田中耕冶，2011，「パフォーマンス評価　思考力・判断力・表現力をはぐくむ授業づくり」，ぎょうせい
東京書籍株式会社，2012，「新しい社会　地理」，東京書籍株式会社
